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要  旨

＊コンクリート工学年次論文集 , Vol.45, No.1, 2023,
日本コンクリート工学会 , pp.160-165

スリップフォーム工法適用のためのコンクリートの若材齢強度の制御に
関する検討

Study on the Controlling Low Strength of Concrete for Application of Slip Form 
Construction Method

谷口 修 1), 正木 徹 2), 水野 剣一 2), 阿部 哲良 1)

Osamu Taniguchi 1), Tooru Masaki 2), Kenichi Mizuno 2) and Tetsuyoshi Abe 1)

　スリップフォーム工法の型枠脱型時の強度を制御するた
めに気温変動に伴うコンクリートの若材齢強度について検
討を行った。混和剤にAE減水剤のみを使用した場合には
気温が高くなるほど強度発現は早くなる傾向にあるがAE減
水剤の添加量やセメントの製造ロットによっても強度発現
が影響を受けることが示唆された。硬化促進剤や遅延剤を
使用することで若材齢強度発現時間を制御することが可能
であるが、配 合 によってその 時 間 は 異 なる。圧 縮 強 度
0.1N/mm²とプロクター貫入抵抗の3.5N/mm²は同等とみな
すことができる。

図-9　プロクター貫入試験と圧縮強度の関係

図-3　主剤の添加量と強度発現時間の関係（抜粋）

図-7　硬化促進剤の添加量の違い（配合F）
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要  旨

＊コンクリート工学年次論文集 , Vol.45, No.1, 2023,
日本コンクリート工学会 , pp.934-939

高炉スラグ微粉末を高含有した再生骨材コンクリートの実用化に向けた
基礎検討

Basic Study on Application of Recycled Aggregate Concrete Using High 
Content of Ground Granulated Blast-Furnace Slag

髙橋 祐一 1), 新田 稔 2), 鈴木 好幸 3), 松田 信広 4)

Yuichi Takahashi 1), Minoru Nitta 2), Yoshiyuki Suzuki 3) and Nobuhiro Matsuda 4)

　再生骨材や路盤材等は、構造物の供用期間中に加え、再
資源化の過程でCO₂を吸収・固定している。再生骨材のう
ち再生骨材Lは、Mと比較して低品質ではあるものの、付着
モルタルが多いことから、CO₂固定量は多くなると考えられ
る。そこで、本研究では、高炉セメントC種相当の低炭素コ
ンクリートに再生骨材を使用した高炉スラグ微粉末高含有

再生骨材コンクリートの実用化を目指し、室内実験におい
て基本的な性状を確認した。その結果、骨材の組合せの影
響は小さく、良好なフレッシュ性状および強度発現性を示
した。さらに、再生骨材を使用することで、CO₂削減量を8.4
～18.8kg-CO₂/m³増加できる可能性が示唆された。

図 -10　試算結果

表 -3　使用材料

図 -7　結合材水比と圧縮強度の関係
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